
別紙

Ⅰ．事業評価総括表（令和４年度）
（単位：円）

（備考） 事業が二つ以上の場合は必要に応じ欄を設けること。

1

公共用施設に
係る整備、維
持補修又は維
持運営等措置

消防施設整備事業 広島県北広島町 8,965,000 8,965,000

番号 措置名 交付金事業の名称 交付金事業者名又は間接交
付金事業者名

交付金事業に
要した経費

交付金充当額 備考



Ⅱ．事業評価個表（令和４年度）
（単位：円）

番号 措置名 交付金事業の名称

1
公共用施設に係る整備、維持補修又
は維持運営等措置

消防施設整備事業

交付金事業者名又は間接交付金事業者名 広島県北広島町

交付金事業実施場所 広島県山県郡北広島町本地

交付金事業の概要

北広島町では町内消防団の地域団員数の格差と、地域災害対応拠点である消防団消防施設（屯所等）において
座敷やトイレなど詰所機能が整わず活動環境が悪い状況にある施設の整備が課題となっており、今後計画的に
消防団の配備バランスの改善を図るとともに、地域集会所等既存施設も活用しながら消防団施設の整備を行い
ます。
そのような中、本地地区を管轄する北広島町消防団第11分団の消防施設（屯所）は4箇所ありますが、このう
ち、令和3年8月の大雨災害で被災した施設が2箇所、国道沿いの危険な施設が1箇所あり、早急な改善と整備が
必要です。令和3年度に第11分団と協議した結果、3箇所を廃止、既存1箇所を詰所として利用し、2台分の車庫
を新設することとし、活動環境の改善と団員の負担軽減、消防力の強化を図ります。新設する車庫は、多雪地
型の既製品を整備します。
【仕様】撤去・整地工事、仮設工事、基礎工事（ベタ基礎）、本体工事（既製品の多雪地型プレハブ倉庫
48.31㎡）、外構工事、電気設備工事（分電盤、ＬＥＤ照明器具、コンセント、換気扇）　

事業開始年度 令和４年度 事業終了（予定）年度 令和４年度

事業期間の設定理由

成果目標 成果指標 単位 評価年度 令和４年度

成果実績 ％ 25

目標値 ％ 25

達成度 ％ 100

団員の活動環境改
善のため整備する
消防施設の計画実

施率25％

今年度整備する消
防施設（1箇所）／
計画に基づき町全
体で整備する消防
施設（4箇所）

交付金事業に関係する都
道府県又は市町村の主要
政策・施策とその目標

北広島町長期総合計画（令和4年3月改訂）
施策分野4「生活基盤の強化・強靱化」
6　「災害や緊急時に強い地域社会の実現」
②　持続可能な消防力の確保
町民アンケートにおいて、重要度の高かった「消防・救急」について、住民の生命や財産を守り、緊急時にお
いて迅速かつ的確な対応ができるよう、消防隊員の資質の向上や施設・設備及び装備の整備・更新を進め、消
防・救急体制を強化します。特に老朽化が進み、かつ耐久性を有しない消防本部・消防署庁舎については、将
来の消防のあり方を見据えつつ、防災拠点確保の観点からも早急な建て替え更新を進めていきます。町民の高
齢化等に伴う救急ニーズの変化などを把握し、計画的に着実に実施できる体制整備を進めます。地域の自主防
災組織や地域防災リーダー、地域代表者等の支援を行い、災害対策を行う機運を高めるとともに、自助・共助
が機能するよう講習会等で災害対応に関する啓発を行います。

成果指標：住民・自主防災組織・幼少年女性防火クラブ員の参加人数
　基準値：10,935人（R2）　目標値：延25,000人（R4～8）
成果指標：救急救命講習の受講者数
　基準値：1,257人（R2）　目標値：2,500人（R4～8）

交付金事業の成果目標及



評価年度の設定理由

設置工事の完了時に成果の評価を行うことができるため。

交付金事業の定性的な成果及び評価等

評価に係る第三者機関等の活用の有無

無

活動指標 単位 令和４年度

活動実績 棟 1

活動見込 棟 1

達成度 ％ 100

交付金事業の総事業費等 令和４年度 備考

総事業費 8,965,000

交付金充当額 8,965,000

うち文部科学省分

うち経済産業省分 8,965,000

交付金事業の契約の概要

契約の目的 契約の方法 契約の相手方 契約金額

消防施設整備事業設計監理業務 指名競争入札
AK建築設計事務所　　　　

(北広島町）
1,320,000

消防施設整備事業 指名競争入札
株式会社竹下建設豊平営

業所(北広島町)
7,645,000

計 8,965,000

交付金事業の担当課室 北広島町　危機管理課

交付金事業の評価課室 北広島町　危機管理課

交付金事業の活動指標及
び活動実績 消防施設1棟の新設

交付金事業の成果目標及
び成果実績


